
解

説

恩
　
　
田

彰

解説
　
こ
の
た
び
、
井
上
円
了
の
主
な
心
理
学
的
業
績
を
現
代
表
記
に
し
、
第
九
巻
、
第
一
〇
巻
の
二
冊
に
分
け
て
出
版
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
井
上
は
哲
学
者
と
し
て
の
名
声
は
高
い
が
、
明
治
時
代
に
心
理
学
が
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
と
き
に
、
彼
が
心
理
学
者
と
し
て
、

早
く
か
ら
し
か
も
た
く
さ
ん
の
先
駆
的
な
心
理
学
的
な
業
績
を
出
し
て
お
り
、
し
か
も
彼
を
有
名
に
し
た
妖
怪
学
の
重
要
な
研
究
方

法
と
し
て
心
理
学
を
と
り
あ
げ
、
ま
た
心
理
学
を
単
な
る
学
問
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
念
願
と
し
て
、
応

用
心
理
学
を
講
義
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
こ
に
井
上
の
主
な
心
理
学
的
業
績
、
六
冊
を
選
択
し
て
、
こ
れ
を
大
体
刊
行
年
の
順
序
で
二
冊
に
ま
と
め
、
第
九
巻
は
基
礎
編
、

第
一
〇
巻
を
応
用
編
と
し
て
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　
第
九
巻
で
は
明
治
時
代
に
わ
が
国
に
心
理
学
が
導
入
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
井
上
円
了
の
残
し
た
心
理
学
的
業
績
の
意
義
に
つ

い
て
概
説
し
、
そ
れ
か
ら
『
心
理
摘
要
』
『
通
信
教
授
心
理
学
』
お
よ
び
『
東
洋
心
理
学
』
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
行
い
た
い
。

一
　
西
欧
の
心
理
学
の
移
植
と
東
洋
心
理
学
の
構
築

心
理
学
は
明
治
時
代
に
わ
が
国
に
移
植
さ
れ
た
が
、
わ
が
国
の
科
学
的
心
理
学
の
基
礎
を
き
ず
い
た
の
は
、
元
良
勇
次
郎
と
松
本
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亦
太
郎
で
あ
る
。
元
良
は
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ル
（
國
①
戸
○
°
Q
の
］
。
。
ぱ
～
這
ぱ
）
に
学
び
、
ま
た
松
本
は
実
験
心
理
学
の
創
始
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

る
ド
イ
ツ
の
ヴ
ン
ト
（
ぐ
く
－
已
コ
ム
戸
弍
．
ブ
《
°
一
〇
〇
ω
N
～
一
u
⊃
N
O
）
に
学
び
、
欧
米
の
心
理
学
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
見
落
と
し
　
4

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
独
力
で
欧
米
の
心
理
学
の
多
く
の
文
献
を
読
み
、
た
く
さ
ん
の
心
理
学
の
著
書
や
論
文
を
残
し
た
井
上

円
了
の
業
績
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
東
洋
の
思
想
・
文
化
に
非
常
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
業
績
を
出
し
、
東
洋
心
理
学
と
く
に
日
本
の
心
理

学
の
先
駆
者
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
井
上
は
『
東
洋
心
理
学
』
（
明
治
二
七
年
、
哲
学
館
）
、
『
仏
教
心
理
学
』
（
明
治
三
〇
年
、
哲

学
館
）
と
い
う
題
名
の
著
書
、
禅
の
心
理
に
つ
い
て
論
文
を
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
妖
怪
学
と
い
う
名
称
の
も
と
に
独
創
的
な
応
用

心
理
学
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
る
。

　
元
良
、
松
本
ら
は
、
西
欧
の
科
学
的
心
理
学
を
わ
が
国
に
移
植
す
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
井
上
の
場
合
は
、
西

欧
の
心
理
学
と
東
洋
の
心
理
学
を
結
び
つ
け
て
、
独
自
の
東
洋
心
理
学
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
井
上
の
業
績
は
、
当
時
に
お
い
て

は
、
あ
ま
り
に
も
先
駆
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
九
年
に
ヴ
ン
ト
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
世
界
で
初
め
て
の
心
理
学
実
験
室
を
創
立
し
た
。
こ
れ
は
心
理
学
が
哲
学
か
ら

分
離
し
て
、
科
学
と
し
て
の
道
を
歩
き
は
じ
め
た
最
初
の
道
標
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
国
で
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
人
文
諸
科
学
の
導
入
に
つ
く
し
た
西
周
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
能
力
心
理
学
を

継
ぐ
ヘ
ヴ
ン
（
頃
①
＜
Φ
P
」
］
。
。
一
Φ
～
一
。
。
鳶
）
の
。
．
ζ
Φ
巳
巴
勺
ゴ
＝
o
・
・
8
身
、
、
（
一
八
四
七
）
を
『
案
般
氏
心
理
学
』
（
一
八
七
八
年
、
明

治
＝
年
）
と
訳
し
て
、
日
本
で
早
く
も
心
理
学
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
年
）
に
は
、
ベ
イ

ン
（
O
d
巴
戸
〉
」
。
。
一
。
。
～
這
O
ω
）
の
心
理
学
が
井
上
哲
次
郎
に
よ
り
、
『
倍
因
氏
心
理
新
説
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
新



説解

し
い
も
の
が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
哲
学
的
な
も
の
で
新
し
い
生
理
学
的
、
実
験
心
理
学
は
紹
介
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い
実
験
心
理
学
を
日
本
の
心
理
学
の
基
礎
に
お
い
た
の
は
、
元
良
勇
次
郎
（
品
切
o
。
～
冶
旨
）
で

あ
っ
た
。
彼
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ポ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ホ
ー
ル
の
下
で
研
究
し
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
わ
が
国
で
最
初
の
心

理
学
の
教
授
と
な
り
、
そ
し
て
エ
ー
ル
大
学
に
学
び
、
後
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
ヴ
ン
ト
に
学
ん
だ
松
本
亦
太
郎
（
一
〇
〇
〇
㎝
～
一
Φ
《
ω
）

の
協
力
を
得
て
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
に
、
わ
が
国
で
最
初
の
心
理
学
実
験
室
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
意
味
で
元
良
と
松
本

は
わ
が
国
の
科
学
と
し
て
の
新
し
い
心
理
学
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
人
物
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
元
良
は
当
時
の
西
欧
心
理
学
と
、
わ
が
国
の
伝
統
的
思
想
を
総
合
し
て
、
心
理
学
の
体
系
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
。
彼

は
第
七
回
国
際
心
理
学
会
議
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
を
『
哲
学
雑
誌
』
（
一
九
〇
五
年
）
に
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
概
念
」

と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
中
で
禅
心
理
学
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
、
意
識
は
経
験
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が

直
覚
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
松
本
亦
太
郎
は
、
元
良
と
協
力
し
て
日
本
の
実
験
心
理
学
の
分
野
を
開
拓
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
他
方
、
外
遊
中
、
欧
米
の
美
術

館
や
寺
院
を
歴
訪
し
て
、
絵
画
の
研
究
を
し
て
お
り
、
『
絵
画
鑑
賞
の
心
理
』
（
一
九
二
六
年
）
、
『
現
代
の
日
本
画
』
（
一
九
二
七
年
）

な
ど
を
著
し
、
東
西
の
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
日
本
画
に
お
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
大
正
三
年
か
ら
六
年
ま
で
文
展
（
文
部
省
美
術
展

覧
会
）
の
審
査
員
を
し
て
い
た
。
こ
の
点
、
西
欧
の
心
理
学
を
学
び
、
日
本
の
実
験
心
理
学
の
道
を
開
い
た
元
良
と
松
本
が
、
い
ず

れ
も
東
洋
心
理
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
の
心
理
学
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
元
良
、
松
本
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
研
究
者
の
中
に
は
、
独
創
的
な
心
理
学
説
を
発
表
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
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の
中
に
は
仏
教
と
く
に
禅
の
影
響
を
受
け
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
千
葉
胤
成
（
声
o
o
o
o
《
～
］
°
q
⊃
や
N
）

久
間
鼎
（
一
〇
◎
o
o
o
o
～
一
㊤
べ
Q
）
の
基
調
的
意
識
、
お
よ
び
黒
田
亮
（
一
゜
。
q
っ
O
～
一
q
∋
ミ
）
の
勘
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
　
井
上
円
了
の
心
理
学
の
業
績

の
固
有
意
識
、
佐

　
井
上
円
了
（
声
◎
o
O
o
o
～
一
㊤
一
㊤
）
は
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
年
）
東
京
大
学
文
学
部
に
入
学
、
哲
学
科
に
籍
を
お
き
、
学
生
で
あ

り
な
が
ら
先
輩
の
井
上
哲
次
郎
、
有
賀
長
雄
、
三
宅
雄
次
郎
（
雪
嶺
）
ら
に
呼
び
か
け
、
さ
ら
に
加
藤
弘
之
、
西
周
な
ど
を
動
か
し

て
、
日
本
で
初
め
て
の
哲
学
会
を
創
立
さ
せ
た
。
時
に
明
治
一
七
年
で
あ
る
。
翌
一
八
年
に
東
京
大
学
を
卒
業
、
明
治
二
〇
年
に
「
哲

学
書
院
」
を
設
立
し
、
そ
こ
か
ら
『
哲
学
会
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
『
心
理
摘
要
』
を
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
年
の
九
月
に
哲
学
館

（
東
洋
大
学
の
前
身
）
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
と
き
応
用
心
理
学
を
担
当
し
た
の
が
井
上
円
了
で
あ
っ
た
。
哲
学
館
の
講
義
内
容
は
、

明
治
二
一
年
一
月
か
ら
『
哲
学
館
講
義
録
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
井
上
の
講
義
録
は
「
心
理
学
（
応

用
な
ら
び
に
妖
怪
説
明
）
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
井
上
は
、
一
般
に
は
生
じ
な
い
、
不
思
議
な
現
象
を
妖
怪
と
名

づ
け
、
こ
れ
を
研
究
す
る
方
法
と
し
て
心
理
学
を
重
視
し
、
妖
怪
を
応
用
心
理
学
の
対
象
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
井
上
は
、
真
理
を

探
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
日
常
生
活
に
役
立
た
せ
る
た
め
学
問
の
応
用
を
重
視
し
て
い
る
。
『
記
憶
術
講
義
』
（
明
治
二
七
年
）

を
書
い
た
か
と
思
う
と
、
『
失
念
術
講
義
』
（
明
治
二
八
年
）
を
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
記
憶
も
大
切
だ
が
、
よ
け
い
な
こ
と
は
忘

れ
た
ほ
う
が
よ
い
。
よ
け
い
な
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
苦
し
ん
で
い
る
不
幸
な
人
を
救
う
に
は
、
失
念
術
が
大
切
だ
と
述
べ
て
い
る
。

後
に
こ
の
失
念
術
を
含
め
て
『
新
記
憶
術
』
（
大
正
六
年
）
と
い
う
本
を
出
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
井
上
が
心
理
学
に
関
し
て
ま
と
め
た
著
書
や
論
文
で
、
こ
の
選
集
に
収
録
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
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説解

思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
妖
怪
学
と
心
理
学
と
医
学

　
井
上
は
当
時
の
沈
滞
し
た
仏
教
に
活
力
を
与
え
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
す
る
論
陣
を
張
っ
た
。
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教

は
、
近
代
科
学
の
成
果
で
あ
る
地
動
説
や
進
化
論
に
反
し
、
さ
ら
に
近
代
哲
学
に
反
す
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
西
洋
の
合
理
主
義

的
な
近
代
哲
学
に
最
も
よ
く
適
合
す
る
宗
教
は
仏
教
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
西
洋
哲
学
の
合
理
性
に
よ
っ
て
仏
教
の
再
生
を

は
か
ろ
う
と
し
て
、
ま
ず
仏
教
か
ら
妖
怪
、
迷
信
を
と
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
さ
ら
に
仏
教
界
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
近
代
化
の
た
め
に
民
間
で
行
わ
れ
て
い
る
妖
怪
の
本
質
を
究
明
し
、
迷
信
を
な
く
す
こ
と
を
自
分
の
使
命
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　
妖
怪
と
い
う
の
は
、
井
上
の
論
文
「
妖
怪
学
と
心
理
学
と
の
関
係
」
に
よ
る
と
、
ふ
だ
ん
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
な
い
よ
う
な
特

殊
な
め
ず
ら
し
い
現
象
で
あ
る
（
中
尾
祖
応
編
『
甫
水
論
集
』
博
文
館
、
明
治
三
五
年
、
八
八
ー
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
異
常
に
し

て
通
常
な
も
の
で
は
な
く
し
て
、
多
少
不
可
思
議
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
生
起
の
原
因
は
、
今
日
の
科
学
的

な
知
識
や
常
識
に
よ
っ
て
未
知
な
も
の
を
い
う
。
妖
怪
を
実
怪
と
虚
怪
に
大
き
く
分
け
、
さ
ら
に
実
怪
は
真
怪
と
仮
怪
の
二
種
に
、

虚
怪
は
偽
怪
と
誤
怪
の
二
種
に
分
け
る
。
偽
怪
は
人
が
何
か
目
的
あ
っ
て
故
意
に
作
り
出
し
た
妖
怪
で
あ
り
、
誤
怪
は
妖
怪
で
な
い

も
の
を
偶
然
誤
っ
て
妖
怪
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
仮
怪
は
自
然
の
法
則
に
も
と
つ
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
科
学
や
心

理
学
の
法
則
に
照
ら
し
て
研
究
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
真
怪
は
不
可
思
議
、
不
可
知
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
根
元
を
究
明
し
て

も
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
井
上
に
よ
る
と
、
妖
怪
は
心
理
現
象
の
み
な
ら
ず
自
然
、
社
会
の
諸
現
象
に
広
く
わ
た
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
科

学
的
に
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
象
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
井
上
は
こ
れ
ら
の
妖
怪
は
、
ほ
と
ん
ど
心
理
学
と
い
う
有
力
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な
方
法
に
よ
っ
て
解
明
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　
井
上
円
了
の
妖
怪
研
究
の
最
初
の
本
は
『
妖
怪
玄
談
』
で
あ
る
（
哲
学
書
院
、
明
治
二
〇
年
）
。
彼
は
「
余
幼
に
し
て
妖
怪
を
聞
く

こ
と
を
好
み
、
長
じ
て
其
の
理
を
究
め
ん
と
欲
し
、
事
実
を
蒐
集
す
る
こ
と
す
で
に
五
年
」
と
書
い
て
い
る
。
大
学
二
年
（
明
治
一

五
年
）
ご
ろ
か
ら
妖
怪
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。
井
上
は
後
の
西
洋
史
学
者
箕
作
元
八
そ
の
他
を
さ
そ
っ
て
明
治
一
九
年
に
「
不
思

議
研
究
会
」
を
設
立
し
、
妖
怪
研
究
の
開
始
を
人
び
と
に
知
ら
せ
、
奇
夢
、
幽
霊
、
狐
狸
、
天
狗
、
犬
神
、
み
こ
、
神
下
（
か
み
お

ろ
し
）
、
予
言
な
ど
の
超
常
現
象
の
資
料
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
流
行
し
て
い
た
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
の
研

究
を
始
め
て
い
る
。
そ
れ
を
『
妖
怪
玄
談
』
に
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
。
井
上
は
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
の
起
源
を
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン

グ
（
↓
①
巨
Φ
み
烏
三
5
°
q
、
テ
ー
ブ
ル
の
ま
わ
り
に
数
人
が
集
ま
っ
て
、
お
の
お
の
手
を
出
し
て
軽
く
テ
ー
ブ
ル
に
触
れ
る
と
、
テ
ー
ブ

ル
が
ひ
と
り
で
に
回
転
す
る
現
象
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
有
力
な
説
明
と
し
て
、
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
は
注
意
集
中
に

よ
っ
て
予
期
暗
示
が
無
意
識
的
、
自
動
的
に
生
ず
る
も
の
だ
と
心
理
学
的
に
解
説
し
て
い
る
。
明
治
二
四
年
に
「
妖
怪
研
究
会
」
を

設
立
し
、
超
常
現
象
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
明
治
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
哲
学
を
日
本
語
で
教
え
る
私
立
専
門
学
校
で
、
わ
が
国
で
初
め
て
通
信
教
育
を
採

用
し
た
哲
学
館
の
妖
怪
学
講
義
を
ま
と
め
、
明
治
二
九
年
に
『
妖
怪
学
講
義
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
で
は
総
論
．
理
学
部
門
・
医
学
部
門
・
純
正
哲
学
部
門
・
心
理
学
部
門
・
宗
教
学
部
門
・
教
育
学
部
門
・
雑
部
門
の
八
部

門
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
象
と
し
て
は
、
理
学
部
門
で
は
日
月
食
・
虹
・
蟹
気
楼
・
地
震
・
津
波
な
ど
、
昔
の
人
が
神
秘
的

と
考
え
て
い
た
天
変
地
異
と
い
わ
れ
る
現
象
や
、
鬼
火
・
狐
火
・
天
狗
・
雪
女
・
釜
鳴
な
ど
科
学
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て

い
る
事
項
を
扱
い
、
医
学
部
門
で
は
、
精
神
病
・
仙
術
・
マ
ジ
ナ
イ
療
法
・
信
仰
療
法
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。
純
正
哲
学
部
門
で
は
、
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陰
陽
説
・
易
占
・
占
星
術
・
人
相
・
家
相
・
厄
年
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
心
理
学
部
門
で
は
、
夢
・
睡
眠
・
霊
夢
・
葱
依
・
狐

つ
き
・
こ
っ
く
り
・
霊
棒
（
杖
占
い
）
・
催
眠
現
象
・
読
心
術
・
降
神
術
・
幻
覚
・
予
言
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。
宗
教
学
部
門
で
は
、

霊
魂
不
滅
論
・
幽
霊
・
死
後
の
世
界
・
た
た
り
・
加
持
祈
祷
・
神
通
力
な
ど
を
扱
う
。
教
育
学
部
門
で
は
、
遺
伝
・
神
童
・
偉
人
・

胎
教
・
記
憶
術
・
失
念
術
な
ど
を
扱
う
。
ま
た
雑
部
門
で
は
、
河
童
・
火
渡
り
・
不
動
金
縛
り
・
魔
法
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
妖
怪
は
心
理
学
的
現
象
の
み
な
ら
ず
、
自
然
現
象
、
医
学
的
事
象
な
ど
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
こ
の
『
妖
怪
学
講
義
』
を
ま
と
め
る
た
め
に
、
妖
怪
研
究
の
資
料
の
広
告
を
出
し
て
全
国
か
ら
集
め
て
い
る
。
彼
が
明
治
二
六
年

ま
で
に
得
た
通
信
の
数
は
四
六
二
件
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
全
国
を
講
演
し
て
ま
わ
り
、
妖
怪
資
料
を
自
分
で
集
め
て
い
る
。

こ
の
本
に
増
補
を
加
え
て
、
明
治
三
三
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
一
年
か
け
て
『
妖
怪
学
雑
誌
』
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
「
妖
怪
叢
書
第
一
編
」
と
し
て
『
哲
学
う
ら
な
ひ
』
（
丙
午
出
版
社
、
明
治
三
四
年
）
、
明
治
三
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

『
改
良
新
案
の
夢
』
『
天
狗
論
』
『
迷
信
解
』
を
出
し
、
明
治
三
七
年
に
は
『
心
理
療
法
』
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
『
お
ば
け
の

正
体
』
（
大
正
三
年
）
、
『
宗
教
と
迷
信
』
（
大
正
五
年
）
、
そ
し
て
最
後
の
書
『
真
怪
』
（
大
正
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
井
上
は
こ
の

『
真
怪
』
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
三
カ
月
後
に
、
中
国
の
大
連
（
旅
大
）
に
お
い
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
六
二
歳
（
大
正
八
年
）
で
あ

っ
た
。

　
『
妖
怪
学
講
義
』
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
妖
怪
に
は
「
月
の
錯
視
」
す
な
わ
ち
、
月
や
太
陽
の
見
え
の
大
き
さ
が
、
水
平
線
や
地
平

線
上
で
大
き
く
見
え
、
上
方
向
で
は
小
さ
く
見
え
る
と
い
う
知
覚
現
象
、
記
憶
術
、
失
念
術
と
い
っ
た
記
憶
、
遺
伝
、
神
童
・
偉
人

な
ど
の
知
能
、
人
格
と
い
っ
た
一
般
心
理
学
で
扱
わ
れ
る
領
域
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
夢
・
夢
告
・
睡
眠
・

催
眠
現
象
と
い
っ
た
も
の
は
、
今
日
で
は
「
変
性
意
識
状
態
」
（
〉
一
け
①
『
O
ユ
G
n
⇔
①
⇔
O
o
厚
O
｛
O
O
昌
o
力
6
一
〇
已
切
O
O
o
力
ω
）
、
す
な
わ
ち
正
常
な
覚
醒
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状
態
と
く
ら
べ
て
、
ち
が
っ
た
精
神
機
能
を
呈
す
る
状
態
と
し
て
扱
わ
れ
、
異
常
心
理
学
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
幻
覚
・
妄
想

や
精
神
病
や
信
仰
療
法
な
ど
は
、
異
常
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
の
中
に
入
る
。

　
読
心
術
・
感
応
・
予
言
・
神
通
な
ど
は
、
超
心
理
学
（
O
①
「
①
O
o
厚
ぺ
⇔
庁
O
一
〇
〇
q
ぺ
）
の
領
域
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
超
心
理
学

の
研
究
も
進
ん
で
き
て
、
実
験
心
理
学
の
方
法
で
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
事
実
を
か
な
り
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
井
上
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
は
な
く
、
文
献
、
聞
き
取
り
調
査
や
通
信
で
集
め
た
偶
発
的
現
象
の

事
例
研
究
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
狐
葱
（
き
つ
ね
つ
き
）
・
人
懸
・
魔
葱
・
コ
ッ
ク
リ
・
テ
ー
ブ
ル
H
タ
ー
ニ
ン
グ
・
テ
ー
ブ
ル
・
ト
ー
キ
ン
グ
（
弓
①
巨
o
－
け
巴
亘
o
°
q
“

テ
ー
ブ
ル
に
向
か
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
く
と
、
テ
ー
ブ
ル
が
床
を
た
た
い
て
返
答
す
る
と
い
わ
れ
る
現
象
）
・
降
神
術
・
幽

霊
・
生
霊
・
死
霊
・
前
生
・
死
後
・
再
生
な
ど
は
、
今
日
一
般
に
心
霊
研
究
（
O
ω
冒
6
巨
8
＝
o
°
・
o
「
合
）
の
領
域
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
解
明
は
、
心
理
学
で
か
な
り
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、
ま
だ
未
知
な
こ
と
が
多
い
。
種
々
の
学
問
が
協
力
し
て
行
う
学
際

的
な
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

　
医
学
部
門
で
は
、
医
術
の
起
源
で
は
、
人
智
が
ま
だ
開
け
な
い
と
き
は
、
疾
病
の
原
因
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
迷
信
、
妄
想
が

入
り
交
っ
て
、
医
学
の
発
達
を
さ
ま
た
げ
て
き
た
。
井
上
は
こ
れ
ら
の
迷
信
妄
想
を
解
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

生
死
論
で
は
、
死
を
ど
の
よ
う
に
判
定
す
る
か
を
論
じ
て
い
る
。
疾
病
論
で
は
、
疾
病
は
物
心
の
二
面
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
、
身
体
上
か
ら
疾
病
を
論
ず
る
に
は
生
理
学
、
解
剖
学
等
を
基
礎
と
す
る
よ
う
に
、
精
神
上
か
ら
疾
病
を
論
ず
る
に
は
心
理

学
を
基
礎
と
し
て
、
身
体
の
治
療
は
医
師
が
、
心
の
治
療
は
宗
教
家
が
や
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
井
上
は
後
に
は
、
こ
の
考
え
を

改
め
て
心
理
療
法
を
志
す
も
の
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
い
る
。
今
日
の
よ
う
に
医
学
が
進
ん
で
い
な
い
時
代
に
は
、
心
的
療
法
が
盛

416



説解

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
医
学
の
進
歩
と
共
に
衰
え
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
効
果
が
多
少
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
探
究
す
る

必
要
が
あ
る
。
疾
病
を
つ
く
る
の
に
も
、
治
す
の
に
も
、
身
心
の
区
別
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
究
明
し
、
適
用
す
る
に
は
、
心
身
を

区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
古
代
で
は
、
そ
の
区
別
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
二
者
を
混
同
し
、
外
部
か
ら
治
す
べ
き
病
気

ま
で
、
心
的
療
法
で
治
療
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
た
め
治
ら
な
か
っ
た
者
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
今
日
で
も
無
形
の
疾
病
を
心
的
療

法
に
よ
れ
ば
治
る
は
ず
の
も
の
を
、
有
形
に
偏
し
た
医
師
の
治
療
法
を
用
い
た
た
め
、
つ
い
に
病
気
が
重
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
二
者
の
分
界
を
明
ら
か
に
し
て
区
別
す
る
の
が
、
自
分
の
今
の
急
務
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
精
神
病
総
論
で
は
、
精
神
病
者
と
健
常
者
と
の
比
較
、
精
神
病
に
つ
い
て
の
医
学
者
と
心
理
学
者
の
定
義
の
比
較
、
精
神
病
の
原

因
の
心
理
学
的
説
明
、
精
神
病
の
分
類
、
そ
の
症
状
の
解
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
小
医
学
概
論
、
小
精
神
医
学
概
論

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
井
上
は
、
自
分
は
浅
学
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
精
神
病
に
関
す
る
書
物
は
外
国
で
は
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
日
本
で
は
ま
だ
少
な
く
、
た
だ
江
口
氏
の
精
神
病
学
そ
の
他
一
、
二
あ
る
だ
け
で
、
自
分
は
江
口
の
本
と
、
そ
の

他
二
、
三
の
洋
書
を
参
考
に
し
て
説
明
し
た
と
い
う
。
江
口
の
本
と
い
う
の
は
、
江
口
裏
『
精
神
病
学
』
（
明
治
一
九
年
）
と
思
わ
れ

る
。　

井
上
は
精
神
病
の
病
態
に
つ
い
て
、
評
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
心
理
学
的
に
見
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
究
明
し
よ
う
と

し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
精
神
病
予
防
法
で
は
、
そ
の
治
療
法
に
は
内
外
諸
種
の
方
法
が
あ
る
。
外
部
の
治
療
は
、
生
理
解
剖
等

の
学
理
に
も
と
づ
き
医
学
的
に
施
し
、
内
部
の
治
療
法
は
、
心
理
学
、
哲
学
等
の
道
理
に
よ
っ
て
、
内
部
す
な
わ
ち
精
神
の
上
よ
り

す
べ
き
で
あ
る
。
医
学
で
は
す
で
に
薬
物
を
用
い
て
、
こ
れ
を
治
療
す
る
方
法
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
形
体
上
か
ら
す
る
も
の
で
、
精

神
上
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
治
療
法
と
し
て
ま
だ
十
分
な
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
必
ず
こ
れ
に
加
え
て
精
神
上
よ
り
す
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る
治
療
法
、
す
な
わ
ち
心
理
的
療
法
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
井
上
が
心
理
療
法
の
重
要
性
を
は
っ
き
り

強
調
し
て
い
る
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
心
理
療
法
の
一
つ
と
し
て
、
禅
が
心
を
広
く
大
き
く
す
る
の
に
役
立
つ
か
ら
い
い
と
述
べ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
森
田
正
馬
が
禅
に
関
心
を
持
ち
、
森
田
の
弟
子
宇
佐
玄
雄
、
そ
の
後
継
者
の
宇
佐
晋

一
（
宇
佐
晋
一
・
木
下
勇
作
『
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
ー
仏
教
と
森
田
療
法
』
東
方
出
版
、
一
九
八
七
年
）
が
森
田
療
法
に
禅
の
思
想

や
修
行
の
仕
方
を
と
り
入
れ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
う
。

　
ま
た
精
神
病
に
な
っ
た
者
は
、
大
た
い
利
害
得
失
を
わ
き
ま
え
る
力
を
失
い
、
は
な
は
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
し
ば
し
ば
人
の
い

う
こ
と
を
聞
か
ず
、
自
己
の
欲
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
か
ら
、
こ
の
種
の
患
者
に
は
、
心
理
的
療
法
は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
れ
を
治

療
法
と
し
て
用
い
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
予
防
法
と
し
て
用
い
る
と
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
井
上
の
考
え
に
つ
い
て
は
、

こ
の
時
期
は
医
学
の
進
歩
の
状
況
や
井
上
の
経
験
か
ら
い
っ
て
も
、
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
井
上
は
後
に
出
し
た
『
心

理
療
法
』
で
は
、
心
理
療
法
を
積
極
的
に
治
療
法
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
『
妖
怪
学
講
義
』
の
医
学
部
門
で
は
、
す
で
に

心
理
療
法
の
体
系
が
ほ
ぼ
で
き
上
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
心
理
学
の
原
理
を
応
用
し
て
、
心
理
療
法
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

向
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
夢
の
心
理

　
「
熱
海
百
夢
」
（
『
甫
水
論
集
』
明
治
三
五
年
、
二
九
八
ー
三
〇
三
ペ
ー
ジ
）
　
井
上
は
熱
海
に
約
七
〇
日
ほ
ど
病
気
の
療
養
の
た

め
滞
在
し
た
。
そ
の
と
き
見
た
八
三
の
夢
と
東
京
で
見
た
一
七
の
夢
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
法
は
紙
筆
を
枕
元
に
お
い
て
、

夜
中
に
目
が
さ
め
た
と
き
、
そ
れ
を
記
録
し
た
と
い
う
。
内
容
は
ふ
だ
ん
経
験
し
た
こ
と
や
、
最
近
経
験
し
た
こ
と
、
ふ
だ
ん
考
え

て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
熱
海
で
は
、
散
歩
し
た
こ
と
や
、
訪
問
や
会
合
の
こ
と
や
病
気
の
療
養
の
こ
と
が
多

418
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か
っ
た
。

　
場
所
と
し
て
は
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
東
京
、
郷
里
、
つ
ぎ
に
熱
海
で
あ
っ
た
。
ま
た
夢
に
つ
い
て
、
身
体
の
具
合
の
悪
い
と

き
に
、
夢
を
見
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
夢
と
夢
の
間
に
数
日
を
へ
て
連
絡
が
あ
る
こ
と
、
恐
ろ
し
い
夢
は
、
身
体
ま
た
は
精
神
的
に

不
快
や
苦
痛
の
感
覚
が
あ
る
と
き
に
生
ず
る
こ
と
、
夢
に
は
空
間
的
配
置
や
時
間
の
順
序
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
夢
と
事
実
と
は

大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
自
分
の
夢
を
集
計
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
も
妥
当
で
あ
り
、

心
理
学
的
研
究
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
「
仏
教
夢
説
一
班
」
（
『
甫
水
論
集
』
二
四
九
ー
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）
　
こ
れ
は
仏
教
の
中
に
見
ら
れ
る
夢
の
事
例
を
あ
げ
、
そ
の
種

類
、
説
明
、
夢
の
仏
教
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
夢
の
生
起
の
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ば
無
明
習
気
（
煩
悩
）
・
善

悪
先
徴
（
善
悪
・
吉
凶
の
夢
告
）
・
四
大
偏
増
（
心
身
の
不
安
定
）
・
巡
遊
旧
識
（
見
聞
し
た
こ
と
へ
の
思
い
）
な
ど
を
引
用
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
心
理
的
説
明
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
納
得
で
き
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
教
で
は
、
無
我
無
常
で
あ
り
、
世
界
の
現

象
は
虚
仮
無
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
、
夢
を
あ
げ
て
、
夢
、
幻
の
ご
と
し
と
説
い
て
い
る
と
ま
と
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
重
量
感
覚
の
実
験

　
「
人
の
感
覚
を
測
定
す
る
法
」
（
『
甫
水
論
集
』
三
八
一
ー
三
八
九
ペ
ー
ジ
）
　
こ
れ
は
重
量
感
覚
に
関
す
る
実
験
心
理
学
的
研
究

で
あ
る
。
重
量
感
覚
と
い
う
の
は
、
錘
を
親
指
と
人
差
指
と
で
つ
ま
ん
だ
り
、
手
掌
に
の
せ
て
重
さ
を
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
井
上

は
同
じ
直
方
体
（
長
さ
約
六
セ
ン
チ
、
幅
約
四
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
三
セ
ン
チ
）
の
も
の
を
、
重
量
に
差
を
つ
け
て
、
八
種
類
で
四

〇
個
つ
く
り
、
そ
の
重
量
を
比
較
し
推
定
さ
せ
、
軽
い
も
の
よ
り
し
だ
い
に
重
い
も
の
へ
と
並
べ
さ
せ
た
。
そ
の
正
答
数
の
平
均
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

を
と
っ
て
、
学
校
別
に
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
ま
だ
実
験
心
理
学
が
十
分
に
根
づ
い
て
い
な
い
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な



自
ら
心
理
的
実
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
創
造
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

井
上
は
創
造
性
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
創
造
お
よ
び
創
造
性
に
関
連
す
る
思
想
や
そ
の
開
発
の
方
法
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
ま
た
井
上
自
身
が
創
意
工
夫
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
妖
怪
学
講
義
』
に
よ
れ
ば
、
神
童
と
偉
人
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
才
論
で
あ
る
。
神
童
と
は
、

生
来
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
で
、
幼
い
時
は
神
童
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
後
に
よ
い
結
果
が
出
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
。
一
般

に
は
早
熟
と
い
う
も
の
は
早
衰
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
晩
成
の
も
の
も
い
る
。
し
か
し
早
熟
の
も
の
で
、
非
凡
な
人
に
な
っ
た
例
が

少
な
く
な
い
と
し
て
、
そ
の
例
と
し
て
、
親
鴛
、
道
元
、
菅
原
道
真
、
J
・
S
こ
・
、
ル
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
林
羅
山
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。
そ
し
て
神
童
と
は
、
心
理
学
的
に
見
て
、
観
念
の
連
合
配
置
と
注
意
集
中
力
が
智
力
の
作
用
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
点
偉

人
が
智
力
の
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
と
し
て
も
、
「
心
力
の
一
方
に
集
合
す
る
力
」
す
な
わ
ち
注
意
集
中
力

の
強
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
注
意
集
中
力
の
発
育
は
、
教
育
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

　
井
上
に
『
活
用
自
在
新
記
憶
術
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
こ
れ
も
記
憶
を
促
進
す
る
こ
と
よ
り
も
、
「
失
念
術
」
と
い
っ
て
記
憶
を
さ

ま
た
げ
る
も
の
を
除
く
こ
と
を
強
調
し
、
し
か
も
記
憶
に
も
と
つ
い
て
観
念
を
自
由
に
運
転
活
用
し
、
思
想
力
を
養
う
こ
と
の
意
義

を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
思
考
の
創
造
的
な
働
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
『
新
記
憶
術
』
は
創
造
性
の
開
発
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
選
集
第
一
〇
巻
に
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
井
上
は
学
問
の
日
常
生
活
へ
の
応
用
す
な
わ
ち
実
用
化
を
重
視
し
、
い
ろ
い
ろ
な
創
意
工
夫
を
自
ら
行
っ
て
い
る
。
『
哲
学
う
ら
な

ひ
』
で
は
、
新
し
い
易
占
法
を
工
夫
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
ト
笈
（
ぼ
く
ぜ
い
）
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
生
の
吉
凶
禍
福
を
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予
知
す
る
の
は
妄
想
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
易
理
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
従
来
の
笹
法
を
変
え
て
、
論
理
学
を
用
い
て
箪
法
を
つ
く
っ

た
。
物
事
の
取
捨
選
択
に
迷
っ
た
と
き
、
運
を
天
に
ま
か
せ
る
場
合
、
こ
の
笠
法
を
使
う
と
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。

　
ま
た
発
明
工
夫
の
書
と
も
い
う
べ
き
『
改
良
新
案
の
夢
』
を
出
し
て
い
る
（
哲
学
館
、
明
治
三
七
年
）
。
こ
の
本
で
は
自
分
で
工
夫

し
た
ア
イ
デ
ア
の
具
体
例
を
四
四
あ
げ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
「
黒
板
の
改
良
」
と
い
っ
て
、
黒
板
を
皮
で
つ
く
り
、

上
下
に
回
転
で
き
、
ま
わ
る
と
き
白
墨
で
書
い
た
跡
を
ブ
ラ
シ
で
ふ
き
と
る
仕
掛
け
を
工
夫
し
て
い
る
。
ま
た
「
鉛
筆
の
改
良
」
と

い
っ
て
、
木
は
削
り
に
く
い
の
で
木
の
代
わ
り
に
白
墨
を
用
い
、
鉛
筆
の
芯
を
入
れ
る
。
白
墨
は
木
よ
り
こ
わ
れ
や
す
い
の
で
、
そ

の
周
囲
に
強
い
紙
を
巻
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
こ
ろ
な
か
っ
た
漢
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
工
夫
し
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し

て
い
る
。
「
漢
字
を
活
字
に
組
む
法
」
で
は
、
漢
字
を
分
析
し
て
活
字
を
組
み
た
て
る
法
を
案
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
中
国
語
の

ワ
ー
プ
ロ
に
出
て
い
る
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
「
船
に
酔
わ
な
い
法
」
と
か
「
そ
ろ
ば
ん
の
改
良
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
い
る
。
別
に
理
論
的
な
裏
付
け
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
創
造
性
の
研
究
の
面
か
ら
み
る
と
、
発
明
工
夫
の
先
駆

的
な
書
物
と
し
て
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
禅
の
心
理

　
「
禅
宗
の
心
理
」
（
『
甫
水
論
集
』
一
四
九
ー
一
五
九
ペ
ー
ジ
）
　
井
上
円
了
は
「
禅
宗
は
見
性
悟
道
を
教
え
て
い
る
が
、
見
性
悟

道
と
は
、
自
己
の
心
地
を
開
い
て
、
本
来
の
面
目
を
現
す
の
だ
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
禅
は
、
仏
性
（
真
の
自
己
）
を
究
明
す
る
こ

と
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
そ
の
法
則
に
は
古
則
公
案
が
あ
っ
て
、
公
案
と
は
古
人
の
悟
道
法
則
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
。
そ
し
て
「
坐
禅
に
は
調
身
、
調
心
の
二
法
が
あ
る
。
調
身
の
法
に
よ
っ
て
、
身
体
を
安
定
に
し
、
調
心
の
法
に
よ
っ
て
心
を
寂

静
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
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そ
し
て
、
「
禅
は
調
身
、
調
心
に
よ
っ
て
、
心
性
の
本
分
を
開
発
す
る
」
と
い
い
、
こ
の
心
性
の
本
分
の
開
発
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

心
理
学
的
説
明
を
試
み
て
い
る
。
「
心
理
学
で
い
う
知
情
意
は
、
心
的
現
象
で
、
こ
う
い
う
心
的
現
象
が
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
心
性

の
本
体
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
井
上
は
こ
の
心
性
の
本
体
を
心
体
と
い
う
。
「
こ
の
心
体
が
外
界
と
の
間
で
生
起
す
る
の

が
知
情
意
で
あ
っ
て
、
心
的
現
象
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
心
的
現
象
と
心
体
と
の
関
係
は
、
風
が
吹
い
て
き
て
、
水
上
に
波
を

起
こ
す
の
と
同
じ
く
、
心
体
の
上
に
外
界
の
現
象
が
映
し
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
刺
激
に
よ
っ
て
心
体
上
に
起
こ
す
波
が
、
知
情
意
の

心
的
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
こ
の
心
的
現
象
は
、
外
界
の
刺
激
に
よ
っ
て
起
こ
る
波
だ
か
ら
、
そ
の
性
質
は
有
限
で
相

対
的
で
あ
る
。
し
か
し
心
体
は
、
有
限
相
対
を
超
越
し
て
、
無
限
絶
対
の
も
の
で
あ
る
。
仏
教
は
こ
の
心
体
を
認
め
、
禅
は
こ
の
心

体
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
心
体
は
禅
で
は
、
真
の
自
己
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
の
面
目
と
も
、
本
地
の
風
光
と
も
い
う
。
そ
し
て
「
禅
の
求

め
る
も
の
は
、
常
に
心
の
中
の
自
己
の
本
来
の
面
目
（
真
の
自
己
）
で
あ
っ
て
、
心
の
外
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
。

　
「
通
常
の
心
的
現
象
、
す
な
わ
ち
知
情
意
は
、
有
限
に
し
て
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
心
の
動
き
が
や
ま
な
い
間
は
、

絶
対
に
し
て
無
限
の
心
体
（
真
の
自
己
）
は
現
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
動
く
心
的
現
象
を
止
め
、
知
情
意
を
寂
静
に
し
て
働
く
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
て
初
め
て
、
真
の
自
己
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
坐
禅
は
、
こ
の
動
い
て
や
ま
な
い
迷
い
の
雲
を
は
ら
う
よ

う
な
も
の
で
、
知
情
意
の
働
き
を
止
め
る
方
法
で
あ
る
。
す
で
に
有
限
性
、
相
対
性
の
雲
を
去
り
、
迷
い
が
は
れ
る
と
き
、
た
だ
ち

に
真
の
自
己
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
水
の
波
が
静
か
に
な
る
と
、
水
の
本
質
が
現
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
」
た
だ
し
「
こ
れ
は

心
が
ひ
と
た
び
死
ん
だ
境
涯
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
か
わ
る
境
涯
に
い
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
こ
れ
は
「
大

死
一
番
絶
後
に
蘇
生
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
精
神
的
に
自
他
が
対
立
し
て
い
る
自
己
が
死
ん
で
、
自
他
一
如
の
自
己
と
し
て
生
ま
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れ
か
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
井
上
は
「
死
ん
で
生
ま
れ
か
わ
る
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
自
問
し
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
自
答
し
て
い
る
。
「
心
的
現
象
は
有
限
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
に
は
無
限
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
外
界
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
知
性
は
有
限
で
あ
る
が
、
多
少
不
可
知
の
対
象
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
対
象
と
一
つ
に
な
ろ
う
と
す
る
傾
向
が

あ
る
の
は
、
知
性
に
無
限
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。
こ
れ
と
同
様
に
感
情
も
意
志
も
、
有
限
性
と
無
限
性
の
両
面
を
持

っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
井
上
は
、
「
こ
れ
を
無
限
絶
対
の
心
体
か
ら
説
明
す
る
と
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
心
的
現
象
は

心
体
か
ら
起
こ
り
、
有
限
相
対
の
知
情
意
も
、
裏
面
は
無
限
絶
対
の
心
体
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
心
体
は

真
の
自
己
で
、
本
質
の
世
界
を
示
し
、
心
的
現
象
は
、
そ
の
働
き
で
、
現
象
の
世
界
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
井
上
は
、
た
く
さ
ん
の
先
駆
的
な
心
理
学
的
業
績
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
通
信
教
育
と
い
う
新
し
い
教
育
方
法

を
用
い
て
、
一
般
大
衆
に
心
理
学
の
教
育
を
し
た
こ
と
も
、
そ
の
業
績
に
あ
げ
て
も
よ
い
と
思
う
。

　
つ
ぎ
に
、
収
録
し
た
三
冊
の
本
に
つ
い
て
解
説
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

説解

　
　
　
心
理
摘
要

　
「
明
治
年
間
に
於
け
る
心
理
学
発
達
の
資
料
」
（
『
心
理
研
究
』
第
三
巻
、
大
正
二
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
年
）

ま
で
に
心
理
学
に
関
す
る
書
物
は
七
点
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
二
〇
年
代
（
一
八
八
七
－
一
八
九
六
年
）
に
は
四
二
点
、
三
〇

年
代
（
一
八
九
七
ー
一
九
〇
六
年
）
に
は
一
一
一
点
、
四
〇
年
代
（
一
九
〇
七
ー
一
九
一
二
年
）
に
は
八
一
点
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
わ
が
国
に
科
学
的
心
理
学
を
導
入
し
た
元
良
勇
次
郎
は
、
明
治
二
一
年
九
月
に
東
京
大
学
で
講
師
と
な
り
心
理
学
を
講
じ
て
い
る
。



そ
し
て
明
治
二
一
二
年
に
『
心
理
学
』
（
金
港
堂
）
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
は
欧
米
の
心
理
学
の
諸
学
説
を
と
り
入
れ
た
上
で
、
元
良
自

身
の
識
見
を
と
り
入
れ
た
、
わ
が
国
最
初
の
体
系
的
心
理
学
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
井
上
円
了
は
、
明
治
二
〇
年
に
『
心
理
摘
要
』
の
初
版
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
元
良
と
同
じ
く
、
欧
米
の
心
理
学

説
を
と
り
入
れ
、
井
上
自
身
の
考
え
に
も
と
つ
い
て
ま
と
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
体
系
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
初
の

も
の
と
い
え
ば
、
ほ
か
に
類
書
は
た
し
か
め
え
な
い
が
、
井
上
の
も
の
が
元
良
の
も
の
よ
り
早
く
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。

　
本
書
は
大
冊
で
は
な
い
が
、
心
理
学
に
関
す
る
多
く
の
内
容
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
初
め
に
「
心
理
学
系
統
史
略
」
と
称
す
る
心
理
学
小
史
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
大
学
の
児
玉
斉
二
教
授
に
よ
る

と
、
わ
が
国
の
心
理
学
史
の
最
初
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
哲
学
史
と
心
理
学
史
の
接
点
を
な
す
も
の
で
、
世

界
最
初
の
心
理
学
実
験
室
を
ラ
イ
プ
チ
ヒ
に
建
設
し
、
実
験
心
理
学
を
世
界
に
ひ
ろ
め
た
ブ
ン
ト
（
≦
已
『
「
ユ
戸
≦
°
呂
゜
」
o
o
ω
N
～
一
q
⊃
N
O
）

ま
で
言
及
し
て
い
る
。

　
井
上
に
よ
る
と
、
本
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
実
験
心
理
説
す
な
わ
ち
連
想
心
理
学
の
建
設
者
の
一
人
で
あ
る
ハ
ー
ト
レ
ー
（
出
碧
巳
o
ざ

O
」
べ
8
～
一
べ
鶏
）
の
連
合
説
と
進
化
論
的
連
想
心
理
学
者
の
ス
ペ
ン
サ
ー
（
o
o
O
o
o
o
o
5
出
゜
一
。
。
N
O
～
一
q
⊃
O
ω
）
の
進
化
論
的
連
合
説
を

参
考
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
そ
の
大
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
点
ド
イ
ツ
の
実
験
心
理
学
は
、
学
者
の
名
前

を
あ
げ
て
い
る
が
、
く
わ
し
い
説
明
は
し
て
い
な
い
。

　
本
書
の
内
容
の
構
成
は
、
緒
論
、
種
類
論
、
発
達
論
、
感
覚
論
、
知
覚
論
、
実
想
論
、
虚
想
論
、
情
緒
論
、
意
志
論
、
結
論
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。
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説解

　
緒
論
で
は
、
心
理
学
と
は
、
自
己
の
本
来
持
っ
て
い
る
精
神
作
用
す
な
わ
ち
心
性
作
用
を
論
究
す
る
学
を
い
う
の
だ
と
い
う
。

　
お
よ
そ
学
問
は
、
み
な
心
理
学
と
多
少
関
係
を
持
つ
も
の
で
、
特
に
教
育
学
、
倫
理
学
、
論
理
学
が
心
理
学
と
密
接
な
関
係
を
有

す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
い
や
し
く
も
学
理
を
研
究
し
よ
う
と
思
う
も
の
は
、
必
ず
ま
ず
心
理
学
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
で

い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
心
理
学
を
臨
床
、
司
法
、
宗
教
、
政
治
、
教
育
、
芸
術
な
ど
の
仕
事
で
人
間
の
心
理
の
理
解
に
役
立
つ
と

い
っ
て
い
る
。

　
心
性
は
、
そ
の
実
体
を
心
体
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
も
の
を
心
象
と
い
う
。
そ
こ
で
心
理
学
は
心
象
の
学
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
心
理
学
は
心
理
現
象
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
点
哲
学
は
心
体
の
学
で
あ
る
。
古
代
の
心
理
学
は
、
心

体
の
学
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
日
の
心
理
学
は
、
心
象
の
学
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
心
理
学
は
、
哲
学
か
ら
分
化

し
て
、
哲
学
的
心
理
学
が
生
じ
、
や
が
て
そ
れ
か
ら
実
験
心
理
学
と
い
う
科
学
的
心
理
学
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
種
類
論
で
は
、
心
性
を
感
情
、
智
力
、
意
志
の
三
つ
に
大
別
し
て
い
る
。
智
力
と
は
今
日
で
い
う
広
義
の
知
性
、
狭
義
の
知
能
の

こ
と
で
あ
る
。

　
井
上
は
、
感
情
を
感
覚
と
情
緒
に
分
け
、
感
情
の
中
に
感
覚
を
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
感
覚
は
感
情
の
単
純
な
も
の
、
情
緒
は

感
情
の
複
雑
な
も
の
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
今
日
で
は
、
感
覚
は
感
情
と
切
り
離
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
智
力
は
事
物
を
識
別
思
量
す
る
作
用
で
、
こ
れ
を
外
覚
と
内
想
と
に
分
け
る
。
外
覚
は
感
覚
と
知
覚
と
に
分
け
る
。
す
な
わ
ち
現

在
で
い
う
環
境
認
知
で
あ
る
。
内
想
は
心
内
で
想
出
推
理
す
る
作
用
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
想
像
と
思
考
の
働
き
を
い
っ
て
い
る
。

こ
の
内
想
は
実
想
と
虚
想
に
分
け
ら
れ
、
想
像
は
事
物
の
実
態
を
具
体
的
に
再
現
す
る
働
き
で
あ
る
か
ら
実
想
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
思
惟
す
な
わ
ち
思
考
は
、
事
物
の
実
態
を
離
れ
て
考
え
出
す
も
の
だ
か
ら
虚
想
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
想
像
は
思
考
よ
り
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具
体
性
が
強
く
、
思
考
は
想
像
よ
り
抽
象
性
が
高
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
う
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
思
う
。

　
意
志
は
、
井
上
は
外
界
に
向
か
っ
て
命
令
実
行
す
る
心
性
作
用
だ
と
い
っ
て
い
る
。
今
日
の
心
理
学
で
は
、
意
志
と
い
う
コ
ト
バ

は
あ
ま
り
使
わ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
要
求
、
欲
求
、
動
機
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
感
情
、
智
力
、
意
志
の
三
者
は
、
互
い
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
発
達
論
で
は
、
人
間
の
感
情
、
智
力
、
意
志
は
、
未
発
達
の
感
覚
、
運
動
よ
り
進
化
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
ス
ペ
ン
サ
ー

な
ど
の
進
化
論
的
連
想
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
智
力
の
発
達
は
、
感
覚
↓
知
覚
↓
再
想
（
再
生
的
想
像
の
こ
と
）
↓
構
想
（
構
成
的
想

像
の
こ
と
）
↓
概
念
↓
断
定
↓
推
理
と
発
達
す
る
と
い
う
。
知
覚
は
感
覚
よ
り
生
じ
、
感
覚
よ
り
複
雑
な
も
の
と
見
る
。
構
想
は
再
現

よ
り
生
ず
る
も
の
で
、
今
ま
で
に
な
い
も
の
を
構
成
す
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
虚
想
は
実
想
か
ら
生
ず
る
も
の
で
、
概
念
は
実
想
よ

り
変
化
し
た
も
の
で
、
断
定
は
二
個
の
概
念
が
相
合
し
て
生
ず
る
思
考
作
用
で
、
推
理
は
一
つ
の
断
定
か
ら
論
究
し
て
、
そ
の
他
の

断
定
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
を
い
う
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
智
力
は
、
経
験
よ
り
生
ず
る
も
の
だ
と
い
う
。

　
ま
た
感
情
、
意
志
の
発
達
は
、
智
力
の
発
達
の
規
則
（
法
則
）
に
従
う
も
の
だ
と
い
う
。
智
力
の
う
ち
生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
を

本
能
と
し
、
教
育
に
よ
ら
な
い
生
来
持
っ
て
い
る
知
識
で
あ
る
と
い
う
。
今
日
で
は
、
人
間
の
場
合
、
一
般
に
本
能
の
概
念
を
用
い

ず
、
動
機
、
要
求
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
と
き
に
は
動
物
と
の
比
較
に
お
い
て
、
本
能
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
感
覚
論
で
は
、
井
上
は
感
覚
を
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
有
機
感
覚
に
分
け
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
そ
の
ほ
か
に

運
動
感
覚
、
平
衡
感
覚
、
内
臓
感
覚
な
ど
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
と
思
う
。
井
上
は
有
機
感
覚
の
説
明
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
狭

義
で
は
内
臓
感
覚
（
空
腹
、
渇
、
尿
意
、
便
意
、
嘔
気
な
ど
）
を
い
う
が
、
広
義
で
は
運
動
や
平
衡
の
感
覚
も
含
ま
れ
る
。
井
上
は

こ
の
六
感
覚
の
ほ
か
に
筋
覚
を
あ
げ
る
。
こ
れ
は
運
動
の
感
覚
と
抗
抵
（
抵
抗
の
こ
と
）
の
感
覚
を
含
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
抗
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説解

抵
の
感
覚
と
は
、
手
足
ま
た
は
全
身
を
も
っ
て
外
物
に
接
触
衝
突
し
て
起
こ
る
と
こ
ろ
の
感
覚
で
、
外
物
の
固
質
、
重
量
、
弾
力
性

等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
は
今
日
で
い
え
ば
、
運
動
感
覚
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
有
機
感
覚
の
説
明
と
し
て
あ
げ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
知
覚
論
で
は
、
感
覚
と
知
覚
の
異
同
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
感
覚
は
、
単
純
で
、
刺
激
を
感
受
す
る
の
み
で
、
受
動
的
で
、

再
現
作
用
は
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
知
覚
は
、
複
雑
で
、
事
物
を
認
識
し
、
能
動
的
で
、
再
現
作
用
が
多
い
と
い
う
。
今
日
に
お

い
て
も
、
そ
の
考
え
は
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
知
覚
は
感
覚
と
く
ら
べ
て
、
事
物
の
認
識
ま
た
は
認
知
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
時

間
的
、
空
間
的
な
内
容
を
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ
て
い
る
。

　
実
想
論
は
、
想
像
論
で
あ
る
。
知
覚
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
影
像
（
心
像
の
こ
と
）
を
再
現
す
る
の
を
再
想
（
再
生
的
想
像
の
こ
と
）

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
暫
時
の
影
像
と
久
時
の
影
像
と
に
分
け
て
い
る
。
暫
時
の
影
像
は
、
今
日
で
い
う
残
像
で
あ
る
。
久
時
の

影
像
は
、
若
干
の
時
間
を
へ
て
、
そ
の
影
像
を
見
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
い
う
再
生
的
想
像
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に

再
生
さ
れ
た
心
像
に
も
と
つ
い
て
、
こ
れ
を
変
え
て
新
し
い
心
像
を
つ
く
り
出
す
の
を
構
想
（
構
成
的
想
像
の
こ
と
）
と
い
う
。
こ

れ
は
今
日
創
造
的
想
像
と
い
っ
て
、
創
造
性
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
両
想
は
、
連
想
の
規
則
（
法
則
）
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
う
。
連
想
は
観
念
の
連
合
で
あ
り
、
付
近
連
想
、
類
同
連
想
、

背
反
連
想
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
付
近
連
想
は
、
空
間
上
の
付
近
と
時
間
上
の
付
近
の
二
種
が
あ
る
と
い
う
。
空
間
上
の
付
近
（
接

近
）
し
た
連
合
は
、
今
日
で
は
隣
接
連
合
と
い
い
、
時
間
上
の
付
近
（
接
近
）
し
た
連
合
は
、
今
日
で
は
継
時
的
連
合
と
い
っ
て
い

る
。
背
反
連
想
は
、
同
種
類
の
全
く
反
対
の
連
合
を
い
う
が
、
今
日
で
は
逆
連
合
と
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匂

　
記
憶
と
再
想
と
の
区
別
は
、
い
ず
れ
も
連
想
に
も
と
つ
い
て
い
る
が
、
記
憶
は
前
に
知
覚
し
た
も
の
と
差
異
が
な
い
こ
と
を
保
証



す
る
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
点
再
想
は
記
憶
の
心
像
に
よ
り
変
容
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
虚
想
論
は
、
思
考
の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
比
較
作
用
と
分
合
作
用
に
分
け
る
。
比
較
作
用
と
は
、
二
個
以
上
の
も
の
を
互
い
に
比
較

対
照
し
て
、
そ
の
間
の
類
同
点
と
差
異
点
を
発
見
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ぎ
に
分
合
作
用
と
は
総
合
と
分
解
と
を
合
わ
せ
た
も
の
だ

と
い
う
。
分
解
と
は
分
析
の
こ
と
だ
。
こ
の
ほ
か
抽
象
作
用
と
概
括
作
用
を
あ
げ
て
い
る
。

　
井
上
は
断
定
作
用
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
信
葱
作
用
（
あ
る
い
は
信
仰
作
用
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
日
で
は

信
頼
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
反
対
が
疑
惑
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
情
緒
論
で
は
、
情
緒
を
単
情
と
複
情
に
分
け
、
第
一
二
節
の
表
に
示
す
よ
う
に
驚
、
愛
、
怒
、
恐
、
我
、
力
、
行
の
七
情
を
も
っ

て
単
情
と
し
、
同
、
智
、
美
、
徳
、
宗
の
五
情
を
も
っ
て
複
情
（
単
情
の
複
合
し
た
も
の
）
と
し
、
合
わ
せ
て
一
二
情
と
し
て
い
る
。

今
日
こ
の
よ
う
な
分
類
は
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
中
で
問
題
と
な
る
の
は
、
力
情
で
あ
る
。
力
情
と
は
、
力
量
を
比
較
し
て
そ
の
優
れ
る
の
を
見
る
と
き
、
喜
び
の
情
で
あ
る

と
い
う
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
優
越
感
が
そ
の
ま
ま
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
が
基
礎
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
行
情
と
は
、

行
為
を
施
し
て
目
的
を
達
す
る
の
を
喜
ぶ
の
情
と
い
う
。
こ
れ
は
達
成
感
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
動
機
で
い
え
ば
、
達
成
動
機
に
相

当
す
る
と
思
う
。

　
複
情
の
う
ち
、
同
情
と
は
、
現
在
で
い
う
思
い
や
り
と
か
共
感
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
智
情
、
美
情
、
徳
情
、
宗
情
は
、

今
日
で
は
情
操
す
な
わ
ち
高
次
の
精
神
活
動
に
と
も
な
い
、
一
般
に
文
化
的
価
値
を
志
向
す
る
感
情
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ぞ

れ
知
的
情
操
、
美
的
情
操
、
道
徳
的
情
操
、
宗
教
的
情
操
に
相
当
す
る
。

　
意
志
論
で
は
、
井
上
は
意
志
を
心
性
の
外
界
に
対
し
て
発
示
せ
る
行
為
挙
動
と
定
義
し
、
内
外
両
作
用
に
分
け
る
。
内
作
用
と
は
、
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外
界
に
発
示
せ
ざ
る
心
内
の
意
志
作
用
を
い
い
、
外
作
用
と
は
、
す
で
に
外
界
に
発
示
せ
る
心
外
の
意
志
作
用
を
い
っ
て
い
る
。
内

作
用
は
今
日
で
い
う
意
図
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
外
作
用
は
意
図
の
実
現
ま
た
は
意
志
行
動
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
意
志
作
用
に
必
要
な
も
の
と
し
て
体
欲
す
な
わ
ち
肉
体
上
の
欲
と
願
望
す
な
わ
ち
精
神
上
の
欲
に
分
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
日

で
は
欲
求
、
要
求
ま
た
は
動
機
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
意
志
の
衝
力
と
は
、
動
機
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

克
己
作
用
は
、
高
等
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
下
等
の
動
機
を
制
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
セ
ル
フ
．
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
ω
㊦
一
〔
1
⇔
O
コ
［
『
O
一
）
、
自
己
の
欲
求
の
直
接
的
な
満
足
や
情
緒
の
あ
か
ら
さ
ま
の
表
現
を
抑
え
、
状
況
に
合
っ
た
行
動
が
と
れ
る
こ
と
に

相
当
す
る
と
思
う
。

　
な
お
第
五
版
（
明
治
二
八
年
）
に
は
、
巻
末
に
「
東
洋
心
理
学
大
意
」
を
付
録
と
し
て
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
東
洋
心
理
学
の
概

要
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
の
で
、
く
わ
し
く
は
『
東
洋
心
理
学
』
ま
た
は
『
仏
教
心
理
学
』
（
第
一
〇
巻
）
を
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
通
信
教
授
心
理
学

　
　
　
井
上
円
了
は
『
通
信
教
授
心
理
学
』
の
第
一
巻
を
明
治
一
九
年
に
、
そ
の
全
巻
を
明
治
二
一
年
に
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
心
理

　
　
摘
要
』
を
明
治
二
〇
年
に
発
刊
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
井
上
は
大
衆
の
た
め
の
高
等
教
育
と
し
て
の
、
今
日
で
い
う
通
信

　
　
教
育
を
始
め
、
そ
の
講
義
に
心
理
学
を
と
り
あ
げ
、
自
ら
講
義
し
て
い
る
。

説　
　
　
　
『
心
理
摘
要
』
が
簡
潔
な
テ
キ
ス
ト
調
で
書
い
て
あ
る
の
に
、
．
、
の
『
通
信
教
授
心
理
学
』
は
い
わ
ゆ
る
嚢
調
で
、
井
上
の
講
四

解
義
を
そ
の
ま
ま
。
述
し
た
よ
う
な
語
り
・
で
あ
る
・
そ
の
点
・
の
本
は
『
心
理
蓼
』
と
く
ら
べ
る
と
、
井
上
の
個
性
が
あ
ふ
れ
出
4



て
い
る
。

　
井
上
は
、
物
事
を
は
っ
き
り
い
う
タ
イ
プ
の
人
で
、
同
僚
の
中
に
は
、
よ
く
も
あ
の
よ
う
に
断
定
的
に
い
え
る
も
の
だ
と
驚
い
て

い
る
人
も
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
独
断
的
な
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
に
独
創
的
な
考
え
も
出
て
き
て
お

り
、
読
ん
で
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
は
、
緒
論
、
種
類
論
、
発
達
論
、
神
経
論
、
感
覚
論
、
知
覚
論
、
現
想
論
、
構
想
論
、
概
念
論
、
断
定
論
、
推
理
論
、

単
情
論
、
複
情
論
、
単
意
論
、
複
意
論
、
心
象
論
、
心
体
論
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
『
心
理
摘
要
』
と
の
異
同
を
見
る
と
、
本
書
で
は
新
た
に
神
経
論
を
た
て
、
神
経
生
理
学
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
現
在
に
お
い

て
も
、
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
り
、
新
し
い
心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
必
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
心
理
摘
要
』
で
は
、
現
想

論
、
構
想
論
は
ま
と
め
て
実
想
論
と
し
て
、
概
念
論
、
断
定
論
、
推
理
論
は
ま
と
め
て
虚
想
論
と
し
、
単
情
論
と
複
情
論
は
情
緒
論

と
し
、
単
意
論
と
複
意
論
は
意
志
論
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
心
象
論
、
心
体
論
は
、
『
心
理
摘
要
』
の
緒
論
で
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
本
書
は
『
心
理
摘
要
』
を
展
開
し
た
も
の
、
逆
に
『
心
理
摘
要
』
は
本
書
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
そ
の
点
本
書
は
、
『
心
理
摘
要
』
と
く
ら
べ
て
、
井
上
の
個
性
や
創
造
性
が
よ
り
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
緒
論
で
は
、
井
上
は
心
理
学
を
講
ず
る
の
は
愉
快
で
あ
る
、
心
理
学
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
心
理

学
の
実
用
化
、
応
用
を
重
視
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
『
心
理
摘
要
』
で
は
、
感
情
と
い
う
の
を
、
本
書
で
は
情
感
と
い
っ
て
い
る
。
今
日
で
は
感
情
と
い
っ
て
い
る
。
井
上
は

感
情
を
感
覚
と
情
緒
に
分
け
る
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
感
覚
で
は
な
く
、
情
緒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
情
感
と
い
う
コ
ト
バ

を
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
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説解

　
井
上
は
心
理
学
と
諸
学
と
の
関
係
で
、
「
学
問
の
起
こ
る
は
全
く
心
理
の
発
達
に
よ
る
を
も
っ
て
、
心
理
学
は
諸
学
の
基
礎
た
る
は

当
然
の
こ
と
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
井
上
は
「
哲
学
は
諸
学
の
基
礎
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
心
理
学
が
形
而
下
哲
学
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
以
上
当
然
な
こ
と
と
思
う
。
こ
の
場
合
、
井
上
は
心
理
学
を
学
問
の
重
要
な
方
法
と
し
て
利
用
し
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
心
理
学
を
学
ぶ
に
は
、
他
学
と
く
に
生
理
学
、
動
物
学
ま
た
物
理
学
、
化
学
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
今

日
で
い
う
学
際
的
研
究
を
す
す
め
て
い
る
が
、
井
上
自
身
こ
う
し
た
研
究
の
し
か
た
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
種
類
論
で
は
、
井
上
は
西
欧
の
心
理
学
を
説
明
す
る
の
に
、
中
国
思
想
や
仏
教
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
中
国
で
は
、

通
常
、
心
性
を
分
け
て
性
と
情
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
朱
子
は
「
性
は
心
性
、
情
は
性
の
動
な
り
」
と
い
っ
て
、
一
つ
は
心
の
本

体
、
一
つ
は
心
の
発
動
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
仏
教
の
説
に
よ
る
と
、
智
力
（
知
性
の
こ
と
）
は
、
心
王
、
心
所
の
二
者
に
関
係

す
る
が
、
主
と
し
て
心
王
に
属
す
る
と
い
う
。
心
王
と
は
、
心
の
主
体
と
そ
の
概
括
的
な
認
識
を
い
い
、
心
所
と
は
心
王
に
と
も
な

っ
て
働
く
心
の
作
用
の
こ
と
を
い
う
。

　
発
達
論
で
は
、
智
力
の
図
解
が
『
心
理
摘
要
』
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
で
は
、
智
力
は
表
現
と
内
現
に
分
け
ら

れ
る
。
そ
し
て
外
覚
が
表
現
に
、
内
想
が
内
現
に
、
再
想
が
再
現
（
現
想
）
に
、
構
想
が
構
成
（
構
想
）
に
、
虚
想
が
虚
想
（
思
想
）

に
な
っ
て
い
る
。

　
第
九
段
遺
伝
順
応
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
「
遺
伝
に
対
し
て
順
応
の
規
則
あ
り
。
順
応
と
は
自
体
を
変
化
し
て
環
象
（
環
境
の
こ
と
）

に
適
合
す
る
規
則
に
し
て
、
教
育
、
経
験
等
に
よ
り
て
生
ず
る
と
こ
ろ
の
変
化
は
、
総
じ
て
こ
の
規
則
に
属
す
る
も
の
な
り
」
と
あ

る
。
こ
の
順
応
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
適
応
（
良
甘
ω
［
∋
⑦
暮
）
と
い
う
コ
ト
バ
の
ほ
う
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
神
経
論
は
、
神
経
生
理
学
、
生
理
的
心
理
学
の
領
域
で
あ
る
。
井
上
は
心
性
の
所
在
、
心
身
の
関
係
、
お
よ
び
心
性
各
種
の
作
用
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を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
人
身
の
構
成
、
神
経
の
組
織
を
論
ず
る
の
だ
と
い
う
。
現
代
の
生
理
的
心
理
学
は
、
行
動
の
心
理
的
機
能

と
生
理
的
機
構
と
の
間
の
対
応
関
係
を
研
究
す
る
科
学
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
象
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
心
と
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
心
身
問
題
と
し
て
、
哲
学
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
、
一
元
論
か
二
元
論
か
、
唯
心
論
か
唯
物
論
か

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
日
で
も
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
。
井
上
は
唯
心
論
か
唯
物
論
か
と
い
う
と
、
哲
学
的
に
は
い
ず

れ
も
一
理
が
あ
る
。
そ
の
真
非
の
判
断
は
難
し
い
が
、
一
般
的
に
は
唯
物
論
が
正
当
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
物
外
無
心
と
断
言

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
う
す
る
と
論
理
的
に
か
た
よ
っ
た
見
方
を
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ど
ち
ら
か
に
か
た
よ
る
の
は
間
違
い
だ

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
心
の
働
き
は
、
生
理
学
的
に
裏
づ
け
よ
う
と
し
て
も
、
十
分
に
は
で
き
て
い
な
い
。
心
の
働
き
は
全
く
不

思
議
な
も
の
で
あ
る
と
感
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
心
理
学
を
研
究
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
だ
れ
か
よ
く
こ
の
妙
味
を
楽
し
ま

ん
や
」
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。

　
現
想
論
（
再
現
論
）
で
は
、
影
像
（
心
象
）
を
暫
時
影
像
と
永
時
影
像
に
分
け
て
い
る
。
『
心
理
摘
要
』
で
は
久
時
影
像
と
い
い
、

本
書
で
は
永
時
影
像
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
若
干
の
時
日
を
へ
て
、
そ
の
影
像
を
と
ど
め
て
い
る
の
だ
と
説
明
し
て
い

る
。
そ
の
点
、
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
記
憶
の
問
題
は
、
今
日
の
心
理
学
で
は
、
か
な
り
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
も

『
心
理
摘
要
』
で
も
、
記
憶
の
記
述
は
少
な
い
。
記
憶
は
、
種
々
の
連
想
相
合
し
て
生
ず
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
記
憶

は
影
像
の
再
現
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
構
想
論
で
は
、
構
想
（
構
成
的
想
像
）
を
三
つ
に
分
け
る
。
智
力
構
想
、
意
力
構
想
、
情
感
（
審
美
）
構
想
で
あ
る
。
智
力
構
想

は
、
新
知
識
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
意
力
構
想
は
、
新
し
い
行
動
を
生
み
出
し
て
い
く
、
行
動
の
模
倣
か
ら
創
造
を
生
み
出
す
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説解

想
像
で
あ
る
。
情
感
構
想
は
、
快
楽
を
う
る
た
め
の
構
想
で
、
審
美
的
構
想
を
含
む
と
い
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
構
想
は
、
新
し

い
心
像
を
生
み
出
し
て
い
く
創
造
的
想
像
で
あ
る
。

　
概
念
論
、
断
定
論
お
よ
び
推
理
論
は
、
今
日
で
い
え
ば
哲
学
的
心
理
学
に
入
る
領
域
で
あ
る
。
哲
学
と
く
に
論
理
学
の
問
題
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
こ
う
し
た
や
り
方
で
論
ず
る
こ
と
は
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
今
日

で
は
思
考
、
言
語
、
概
念
形
成
の
問
題
と
し
て
、
ま
た
思
考
と
言
語
、
問
題
解
決
と
い
う
問
題
と
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
複
情
論
で
は
、
同
情
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
今
日
こ
れ
は
思
い
や
り
、
愛
他
心
と
く
に
共
感
に
相
当
す
る
。
共
感
（
而
日
言
［
9
）

は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
相
手
の
感
情
を
あ
た
か
も
自
分
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
と
る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
同
情

（
ω
喝
∋
O
讐
ε
）
に
は
、
人
の
苦
痛
を
見
て
か
わ
い
そ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
と
く
ら
べ
て
自
分
の
ほ
う
が
よ
い
と
優
越
性
を
感
ず
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
こ
で
人
間
は
共
感
は
し
て
も
ら
っ
て
も
、
同
情
は
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
点
井
上
は

「
人
の
苦
痛
を
見
て
同
情
の
動
く
と
き
は
苦
を
感
ず
る
の
は
常
な
れ
ど
も
、
ま
た
あ
る
い
は
人
の
苦
を
見
て
愛
憐
の
情
を
動
か
し
、

か
え
っ
て
い
く
ぶ
ん
の
快
を
覚
う
る
こ
と
あ
り
」
と
い
っ
て
、
同
情
に
は
、
苦
で
は
な
く
て
、
快
を
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
て

い
る
。
こ
れ
こ
そ
同
情
が
共
感
と
ち
が
う
特
徴
で
あ
る
と
思
う
。

　
第
一
二
段
良
心
起
源
で
は
、
徳
情
の
本
心
た
る
良
心
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
日
で
い
う
道
徳
性
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
中
で
愛
他
心
は
自
愛
心
か
ら
生
じ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
を
愛
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
他
を
愛
す
る
よ
う
に
な
る

と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
西
欧
で
愛
他
心
（
N
二
［
『
ご
F
［
o
カ
ゴ
ロ
）
は
、
利
己
・
王
義
と
対
照
と
な
る
も
の
で
、
他
人
を
尊
重
し
、
そ
の
利
益
や
幸

福
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
井
上
の
考
え
の
中
に
は
、
自
己
を
自
他
一
如
の
も
の
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
思
想
、
す
な
わ
ち
仏
教
思
想
の
仏
性
や
中
国
思
想
の
仁
と
い
っ
た
考
え
が
あ
る
と
思
う
。

433



　
複
意
論
で
は
、
意
志
は
単
意
と
複
意
に
分
け
ら
れ
、
単
意
は
自
然
の
衝
力
（
動
機
の
こ
と
）
に
よ
っ
て
生
じ
、
複
意
は
思
想
、
論

理
力
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
い
い
、
複
意
を
高
等
の
意
志
と
述
べ
て
い
る
。
複
意
の
特
性
と
し
て
、
井
上
は
努
力
作
用
、
思
慮
作
用
、

選
択
作
用
、
決
定
作
用
、
忍
耐
作
用
、
克
己
作
用
、
道
徳
習
慣
、
意
志
自
由
を
あ
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
自
己
の
行
動
を
主
体
的

に
調
整
す
る
セ
ル
フ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
、
一
般
に
は
動
機
や
要
求
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
意
志
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
心
理
学
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
結
論
は
、
心
象
論
と
心
体
論
に
分
け
ら
れ
る
。
心
性
を
心
体
と
心
象
に
分
け
て
い
る
。
心
体
は
心
性
の
実
体
で
あ
り
、
心
象
は
そ

こ
か
ら
生
ず
る
作
用
で
あ
る
。
こ
の
心
体
は
、
内
外
両
界
、
物
心
万
境
の
本
源
実
体
で
あ
っ
て
、
理
想
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は

仏
教
で
い
う
真
如
、
哲
学
的
に
は
本
質
、
中
国
思
想
で
は
太
極
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
心
体
は
、
仏
教
で
は
物
心
一
如
、
身
心
一
如
の
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
で
い
う
自
他
不
二
の
真
の
自
己
す
な

わ
ち
仏
性
と
い
う
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
心
体
の
究
明
は
、
哲
学
の
課
題
で
あ
っ
て
、
今
日
の
心
理
学
で
は
扱
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
哲
学
的
心
理
学
ま
た
は
東
洋
思
想
を
基
礎
と
す
る
東
洋
心
理
学
で
は
、
研
究
課
題
に
な
る
と
思
う
。

　
最
後
に
付
言
と
し
て
、
井
上
が
研
究
し
て
い
る
妖
怪
に
関
す
る
事
実
の
報
告
を
読
者
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
き

た
い
。
こ
れ
は
井
上
の
心
理
学
的
関
心
の
一
つ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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東
洋
心
理
学

　
こ
の
『
東
洋
心
理
学
』
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
に
お
け
る
心
理
説
を
比
較
考
察
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
で

と
く
に
仏
教
の
心
理
説
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
仏
教
の
中
の
心
理
説
と
し
て
は
、
『
倶
舎
論
』
と
『
唯
識
論
』
の
二
つ
が



説解

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
心
理
学
と
い
う
よ
り
は
、
哲
学
に
属
す
べ
き
も
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
西
洋
の
心
理
学
は
客
観
的
心
理
学
で
あ

る
が
、
仏
教
の
説
く
心
理
学
は
、
主
観
的
心
理
学
で
あ
る
と
い
う
。

　
『
東
洋
心
理
学
』
は
い
つ
発
行
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
七
年
と
い
う
説
が
あ
る
の
で
、
こ
の
説
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

『
仏
教
心
理
学
』
は
明
治
三
〇
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
仏
教
心
理
学
』
の
ほ
う
が
、
内
容
が
よ

く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
東
洋
心
理
学
』
は
、
『
仏
教
心
理
学
』
の
発
行
以
前
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
の
内
容
は
、
端
緒
（
緒
論
）
、
心
の
名
義
、
第
一
門
　
物
心
二
元
論
す
な
わ
ち
『
倶
舎
論
』
の
心
理
ー
1
客
観
論
（
物
質
論
、

世
界
論
、
人
身
論
）
、
主
観
論
（
分
類
論
、
心
象
論
、
心
体
論
、
因
果
論
、
惑
業
論
、
善
悪
論
、
苦
楽
論
、
浬
薬
論
）
　
第
二
門
　
唯

心
一
元
論
す
な
わ
ち
『
唯
識
論
』
の
心
理
ー
1
有
為
論
（
心
象
論
、
心
体
論
、
体
象
関
係
論
）
、
無
為
論
、
結
論
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。　

ま
ず
心
の
名
義
（
定
義
）
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
仏
教
で
は
、
心
に
心
、
意
、
識
の
名
を
与
え
て
い
る
。
心
は
チ
ッ
タ
ロ
葺
餌

（
質
多
）
と
い
い
、
精
神
作
用
の
全
体
ま
た
は
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
意
識
と
は
マ
ナ
ス
日
①
コ
器
（
末
那
）
と
い
い
、
思
考
作
用
で

あ
る
。
識
は
ビ
ジ
ュ
ナ
ー
ナ
＜
｛
盲
昌
図
と
い
い
、
認
識
作
用
で
あ
る
。

　
『
倶
舎
論
』
で
は
心
意
識
を
わ
け
て
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身
、
意
の
六
識
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
体
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
心
、

意
、
識
も
異
な
っ
た
名
前
を
つ
け
た
が
、
も
と
も
と
同
一
の
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
た
だ
『
唯
識
論
』
で
は
、
八
識
に
分
け
、
第
八

阿
頼
耶
識
を
心
と
い
い
、
一
切
の
種
子
（
過
去
の
経
験
の
イ
メ
ー
ジ
と
気
分
）
を
保
持
し
て
い
て
、
す
べ
て
の
心
の
作
用
を
起
こ
す

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
六
識
を
識
、
第
七
末
那
識
（
自
我
執
着
心
）
を
意
と
い
う
の
だ
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
中
国
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
心
と
は
心
意
の
総
称
で
あ
っ
て
、
筍
子
の
説
に
よ
る
と
、
心
は
身
を
支
配
す
る
根
本
で
あ
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る
と
い
う
。
ま
た
意
は
意
志
に
近
い
と
い
う
。

　
つ
ぎ
に
小
乗
仏
教
の
心
理
と
し
て
、
『
倶
舎
論
』
の
心
理
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
。

　
『
倶
舎
論
』
の
心
理
で
は
、
心
を
中
心
と
し
た
働
き
に
関
す
る
現
象
を
七
五
種
に
分
け
、
こ
れ
を
五
つ
に
大
き
く
分
類
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
色
法
（
物
質
的
な
も
の
）
、
心
法
（
心
の
働
き
の
主
体
）
、
心
所
有
法
（
心
の
働
き
）
、
心
不
相
応
行
法
（
色
法
、
心
法
、
心

所
有
法
で
も
な
い
存
在
の
あ
り
方
）
、
無
為
法
（
生
滅
の
変
化
な
く
、
働
き
を
起
こ
す
も
の
が
な
い
も
の
）
に
分
け
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
仏
界
の
外
界
論
と
し
て
、
物
質
論
、
世
界
論
、
人
身
論
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
井
上
は
仏
教
は
も
と
も
と
唯
心
的
な
も

の
で
、
外
界
の
説
明
も
心
理
的
な
も
の
で
、
主
観
的
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
中
で
三
界
論
は
、
仏
教
の
世
界
観
で
、
い
ず
れ
も
迷
い
の
境
界
で
あ
る
が
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
か
ら
成
っ
て
い
る
。
欲

界
は
、
も
っ
と
も
下
位
に
あ
り
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
、
天
の
六
道
が
あ
る
。
ま
た
欲
界
の
天
を
六
欲
天
と
い
う
。

色
界
は
欲
界
の
上
に
あ
り
、
浄
妙
な
物
質
か
ら
な
る
世
界
で
、
四
禅
（
四
種
の
禅
定
）
を
修
め
た
も
の
が
死
後
生
ま
れ
る
天
界
で
あ

る
。
無
色
界
は
、
優
れ
た
禅
定
に
住
す
る
も
の
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
心
の
境
界
に
も
と
つ
い
て
分
類
し
た
も
の
で
、

井
上
は
、
仏
教
の
天
文
地
獄
説
は
、
一
方
に
お
い
て
勧
善
懲
悪
の
手
段
と
し
、
一
方
に
は
当
時
の
天
文
学
地
質
学
等
の
状
態
を
示
す

も
の
だ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
の
心
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
住
む
世
界
の
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
人
身
論
は
、
仏
教
で
は
五
緬
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
五
蕊
と
は
、
色
、
受
、
想
、
行
、
識
の
緬
か
ら
成
る
と
い
う
。
色
は
身
体
的

要
素
の
こ
と
、
受
は
感
受
作
用
、
想
は
表
象
作
用
、
行
は
意
志
作
用
ま
た
受
、
想
、
識
以
外
の
心
の
作
用
を
い
う
。
識
は
認
識
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
の
個
人
は
、
こ
の
五
葱
の
結
合
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
主
体
の
我
が
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ

ち
本
来
無
我
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
我
あ
り
と
す
る
と
こ
ろ
に
迷
い
や
悪
が
生
ず
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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説解

　
仏
教
心
理
の
主
観
論
と
し
て
、
分
類
論
、
心
象
論
、
心
体
論
、
因
果
論
、
惑
業
論
、
善
悪
論
、
苦
楽
論
、
浬
築
論
の
八
つ
に
分
け

て
い
る
。

　
『
倶
舎
論
』
で
は
、
心
所
す
な
わ
ち
心
の
働
き
を
四
六
種
の
法
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
法
の
活
動
す
る
主
体
と
し
て
心
（
心

王
）
を
考
え
た
。
四
六
種
の
心
所
は
、
六
種
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
施
し
て
い
る
。

　
心
体
論
で
は
『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
は
、
心
所
法
す
な
わ
ち
心
の
現
象
を
扱
っ
て
い
て
、
心
体
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
論
究
し
て

い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

　
因
果
論
で
は
、
六
因
四
縁
五
果
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
『
倶
舎
論
』
に
も
と
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
井
上
は
西
洋
諸

学
の
因
果
法
は
、
客
観
的
、
物
質
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
仏
教
の
そ
れ
は
主
観
的
で
、
心
性
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
仏
教

で
は
心
性
は
そ
の
法
則
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
心
理
学
と
一
致
す
る
。
し
か
し
仏
教
と
諸
学
の
ち
が
い
は
、
仏
教
は
唯
心

的
だ
が
、
諸
学
は
唯
物
的
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
惑
業
論
は
煩
悩
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
の
迷
い
と
そ
の
た
め
に
生
ず
る
心
口
意
の
上
に
あ
ら
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
煩
悩
惑
業
は
わ
れ
わ
れ
の
無
知
無
明
か
ら
生
ず
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
智
力
を
開
発
す
れ
ば
、
そ
の
迷
執
を
は
ら
っ
て
、

悟
り
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
が
仏
教
の
特
徴
だ
と
い
う
。

　
苦
楽
論
で
は
、
仏
教
は
、
苦
を
避
け
て
楽
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
仏
教
は
転
迷
開
悟
（
迷
い
を
転
じ
て
悟

り
を
開
く
こ
と
）
も
し
く
は
脱
苦
得
楽
（
抜
苦
与
楽
と
も
い
い
、
人
々
に
苦
を
抜
い
て
や
り
、
安
楽
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
慈

悲
の
こ
と
）
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
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浬
薬
論
は
、
仏
教
の
根
本
的
教
説
で
あ
る
三
宝
印
す
な
わ
ち
諸
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
浬
薬
寂
静
の
中
の
浬
藥
寂
静
で
あ
る
。
こ



れ
は
苦
の
滅
し
た
安
楽
の
境
界
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
小
乗
仏
教
は
、
大
乗
仏
教
と
く
ら
べ
て
消
極
的
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
大
乗
仏
教
の
心
理
と
し
て
、
『
唯
識
論
』
の
心
理
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
心
象
す
な
わ
ち
心
的
現
象
は
、
小
乗
仏
教
の
体
系
で
あ
る
『
倶
舎
論
』
で
は
、
五
位
七
十
五
法
を
説
い
て
い
る
が
、
大
乗
仏
教
の

体
系
で
あ
る
『
唯
識
論
』
で
は
、
五
位
百
法
を
説
い
て
い
る
。

　
心
の
主
体
と
そ
の
認
識
で
あ
る
心
王
は
、
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
“
身
、
意
の
六
識
と
第
七
識
末
那
識
と
第
八
識
阿
頼
耶
識
に
分
け
る
。

五
識
ま
で
は
感
覚
で
あ
り
、
第
六
識
は
想
像
、
思
考
で
あ
り
、
第
七
末
那
識
は
自
己
に
執
着
し
て
い
る
心
で
あ
る
。
阿
頼
耶
識
は
、

意
識
の
下
に
あ
る
無
意
識
で
、
こ
れ
か
ら
一
切
の
心
的
現
象
が
生
ず
る
の
で
根
本
識
と
い
う
。
以
前
に
経
験
し
た
印
象
が
た
く
わ
え

ら
れ
、
こ
れ
が
後
の
心
的
作
用
で
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
心
的
作
用
の
可
能
性
を
種
子
と
い
う
。
阿
頼
耶
識
は
、

こ
の
よ
う
な
種
子
を
た
く
わ
え
て
い
る
の
で
蔵
識
と
い
う
。
こ
の
自
己
に
と
ら
わ
れ
た
迷
い
の
種
子
が
あ
る
と
き
は
末
那
識
と
い
い
、

迷
い
の
種
子
が
な
く
な
る
と
、
智
慧
に
変
わ
る
と
い
う
。

　
阿
頼
耶
識
に
は
、
「
種
子
が
現
行
を
生
ず
る
」
と
い
う
方
向
と
、
「
現
行
が
種
子
を
薫
ず
る
」
と
い
う
方
向
が
あ
る
。
現
行
（
現
実

の
行
為
）
は
、
種
子
よ
り
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
行
為
が
潜
在
化
し
て
、
種
子
を
阿
頼
耶
識
に
薫
習
す
る
、
す
な

わ
ち
植
え
つ
け
、
そ
れ
が
後
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
体
象
関
係
論
で
は
、
心
体
と
心
象
、
す
な
わ
ち
心
王
と
心
所
、
心
の
主
体
と
そ
の
働
き
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
四
分
論
で
は
、
認
識
作
用
を
相
分
、
見
分
、
自
証
分
、
証
自
証
分
の
四
つ
に
分
け
て
い
る
。
相
分
と
は
見
ら
れ
る
も
の
の
映
像
、

見
分
と
は
見
る
作
用
、
自
証
分
と
は
そ
の
見
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
作
用
、
証
自
証
分
と
は
そ
の
確
認
を
さ
ら
に
認
知
す
る
作

用
で
あ
る
。
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説解

　
三
量
論
で
は
、
三
量
す
な
わ
ち
現
量
、
比
量
、
非
量
と
い
う
三
種
の
認
識
方
法
を
解
説
し
て
い
る
。
現
量
と
は
知
覚
の
作
用
、
比

量
と
は
想
像
お
よ
び
推
理
の
作
用
、
非
量
と
は
知
覚
や
推
理
の
誤
用
を
い
う
。
非
量
は
似
現
量
と
似
比
量
と
に
分
か
れ
る
。
似
現
量

と
は
、
誤
っ
た
知
覚
で
あ
り
、
似
比
量
と
は
、
誤
っ
た
推
理
で
あ
る
。

　
三
類
境
論
で
は
、
相
分
す
な
わ
ち
認
識
さ
れ
る
対
象
が
、
ど
れ
だ
け
現
実
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
三
類
境
は
、

性
境
、
独
影
境
、
帯
質
境
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
性
境
と
は
、
正
し
く
認
識
さ
れ
た
対
象
で
あ
る
。
独
影
境
と
は
、
現
実
と
関
係

な
く
、
作
意
に
よ
っ
て
心
に
浮
か
ぶ
映
像
で
、
幻
覚
が
そ
れ
で
あ
る
。
帯
質
境
は
、
正
し
く
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
対
象
で
、
錯
覚
や

誤
認
の
対
象
で
あ
る
。

　
無
為
論
で
は
、
無
為
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
原
因
、
条
件
）
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ず
、
そ
の
影
響
を
受
け
な
い

も
の
を
い
う
。
そ
し
て
有
為
法
す
な
わ
ち
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
、
あ
る
時
間
が
た
つ
と
滅
す
る
も
の
と
区
別
さ
れ
る
。
『
倶
舎
論
』
で

は
、
虚
空
、
択
滅
、
非
択
滅
の
三
無
為
を
説
き
、
『
唯
識
論
』
で
は
、
こ
れ
に
不
動
、
想
受
滅
、
真
如
を
加
え
た
六
無
為
を
説
く
。
た

だ
し
こ
れ
ら
の
六
種
の
無
為
法
は
、
真
如
法
性
が
禅
定
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
諸
側
面
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
井
上
は
、
唯
識
説
に
お
け
る
真
如
と
世
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
性
説
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

　
三
性
と
は
、
依
他
起
性
、
遍
計
所
執
性
、
円
成
実
性
で
あ
る
。
依
他
起
性
と
は
、
一
切
の
事
物
は
、
他
（
さ
ま
ざ
ま
な
因
縁
）
に

よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
事
物
を
実
体
的
な
も
の

と
思
い
こ
み
、
そ
れ
に
執
着
す
る
。
苦
悩
は
こ
う
し
た
虚
妄
の
認
識
か
ら
生
ず
る
。
こ
れ
を
遍
計
所
執
性
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
こ
う
し
た
虚
妄
の
遍
計
所
執
性
と
離
れ
、
依
他
起
性
の
認
識
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
円
成
実
性
と
い
う
の
で
あ
る
。
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